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新着図書 その木に祈れば、願いが叶うと言われている神社のクスノキ。そのクスノキの

番人を任された主人公とクスノキのもとへ祈念に訪れる人々が織りなす物語です。

クスノキに祈念に訪れる人々と主人公の関係は、関係がないように見えて、結び

ついていくところが注目すべきポイントです。誰かの優しさを感じたくなったと

きや、人の温かさに触れたくなったときに読んでみてほしい一冊です。この本の

最大のアピールポイントはそんな「人の優しさ」や「温かさ」だと思っています。

私もこの本を読んだとき、心が温まり、氷が溶かされるような感覚でした。人そ

れぞれ持っている考えや悩み、それらと人の思いを結ぶクスノキ。登場人物たち

の心情の変化に注目すれば、さらに楽しめるはずです。ぜひ読んでください。 

 この物語は二年前に銀行の重役であった父親を亡くし、母親とお手伝いさんの

三人で郊外の小さな家に暮らしている少年、本田潤一、通称「コペル君」を主人

公に話が展開されていきます。ある日、コペル君はよく家に遊びに来る母親の弟

である叔父さんからノートを一冊渡されます。そこにはコペル君が今までの生活

で悩んでいたことに対する叔父さんの考えやメッセージが書かれていました。そ

の内容からコペル君の中でものに対する見方が大きく変わり、社会や人間関係に

ついて積極的に学ぶようになります。そんな中、コペル君はある日、親友とのあ

いだにある事件を起こし、「どう生きるか」という問いについて考えることになり

ます。この本は人生について深く考えられる作品となっているので、みなさんも

ぜひ一度読んでみてください。 
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